
た
か
せ
が
わ

高
瀬
川

22
知
る

■
ど
ん
な
川
？

角
倉
了
以(

一
五
五
四
～
一
六
一
四
）
と
そ
の
子
素
庵(

一
五
七
一

す
み
の
く
ら
り
よ
う
い

そ

あ

ん

～
一
六
三
二
）
の
協
力
に
よ
り
、
慶
長
十
九(

一
六
一
四
）
年
に
開
か

れ
た
運
河
。
高
瀬
川
と
い
う
名
前
は
、
輸
送
に
高
瀬
舟
と
よ
ば
れ
る
平

底
の
舟
が
用
い
ら
れ
た
た
め
に
付
け
ら
れ
た
名
で
、
角
倉
川
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

、

）

、

角
倉
了
以
は

文
禄
元(

一
五
九
二

年
豊
臣
秀
吉
の
許
可
を
受
け

安
南
国(

ベ
ト
ナ
ム
）
に
貿
易
船
を
派
遣
す
る
な
ど
貿
易
商
と
し
て
活

あ
ん
な
ん

躍
。
ま
た
国
内
の
河
川
開
発
に
従
事
し
、
大
堰
川
や
富
士
川
な
ど
の
舟

お
お
い
が
わ

運
を
開
い
た
人
物
で
す
。

江
戸
時
代
は
じ
め
の
高
瀬
川
は
、
二
条
大
橋
西
畔
か
ら
鴨
川
の
水
が

引
き
入
れ
ら
れ
、
鴨
川
西
岸
を
南
流
し
、
四
条
橋
の
下
流
で
鴨
川
と
合

流
、
五
条
大
橋
の
南
で
分
岐
し
九
条
ま
で
流
れ
、
東
九
条
で
鴨
川
と
交

叉
し
伏
見
に
至
り
、
宇
治
川
へ
注
ぐ
、
延
長
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
運

河
で
し
た
。
十
七
世
紀
末
に
は
鴨
川
と
完
全
に
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

高
瀬
川
は
京
都
市
中
と
伏
見
間
の
物
資
輸
送
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
大
坂
方
面
か
ら
の
物
資
は
淀
川
を
舟
で
運
ば
れ
、
鳥
羽

で
陸
あ
げ
さ
れ
、
陸
路
を
京
都
市
中
へ
運
ば
れ
た
の
で
す
が
、
高
瀬
川

、

。

の
完
成
に
よ
り

市
内
中
心
部
へ
運
ぶ
こ
と
が
便
利
に
な
っ
た
の
で
す

現
在
の
高
瀬
川
は
、
昭
和
七(

一
九
三
二
）
年
の
改
修
工
事
に
よ
り

鴨
川
か
ら
の
取
り
入
れ
口
が
暗
渠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
条
よ
り
南
、

あ
ん
き
よ

竹
田
に
至
る
ま
で
の
延
長
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
新
高
瀬
川
と
称

さ
れ
て
お
り
、
旧
時
の
流
れ
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

二
条
大
橋
南
西
に
は
、
高
瀬
川
最
上
流
の
物
資
積
み
お
ろ
し
場
で
あ

る
「
一
之
舟
入
」
が
あ
り
、
高
瀬
川
の
支
配
権
と
諸
物
資
の
輸
送
権
を

い
ち
の
ふ
な
い
り

、

、

独
占
し
た
角
倉
家
は
こ
こ
に
邸
宅
を
構
え

高
瀬
舟
の
運
航
を
管
理
し

運
送
業
者
か
ら
手
数
料
を
徴
収
し
て
い
ま
し
た
。

高
瀬
川
は
明
治
二(

一
八
六
九
）
年
の
京
都
府
移
管
以
降
も
物
資
運

送
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
鉄
道
の
開
通
な
ど
に
よ
っ
て
次
第
に
そ
の

機
能
を
失
い
、
大
正
九(

一
九
二
〇
）
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

高
瀬
舟
は
基
本
的
に
物
資
を
運
搬
し
ま
し
た
が

島
流
し
の
罪
人
や

。

『

』

稲
荷
の
初
午
詣
で
の
人
々
も
運
び
ま
し
た

森
鴎
外
の
小
説

高
瀬
舟

は
つ
う
ま
も
う

も
り
お
う
が
い
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江戸時代後期の高瀬川。画面上
端に鴨川からの取水口や一之舟
入が見える。鴨川に架かる画面
中央の橋が三条大橋。



に
は
、
罪
人
を
輸
送
す
る
高
瀬
舟
で
の
会
話
が
叙
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
瀬
川
の
実
態

高
瀬
川
で
用
い
ら
れ
た
高
瀬
舟
は
平
底
の

小
型
船
で
、
舳
先
は
水
に
乗
り
や
す
く
、
舟

首
に
向
か
っ
て
舟
底
が
そ
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
舟
の
長
さ
は
平
均
十
三
メ
ー
ト
ル
、

幅
は
二
メ
ー
ト
ル
。
京
都
方
面
へ
向
う
上
り

、

）

、

舟
は

満
載
で
十
五
石(

二
・
二
五
ト
ン

積

下
り
舟
は
そ
の
半
分
で
し
た
。
宝
永
七(

一
七

一
〇
）
年
こ
ろ
の
、
伏
見
か
ら
二
条
間
に
就

航
し
た
舟
は
百
八
十
八
艘
あ
り
ま
し
た
。

伏
見
か
ら
京
都
に
運
搬
さ
れ
た
物
資
は
、

た
き
ぎ
・
材
木
・
炭
・
米
酒
・
醤
油
・
嗜
好

、

、

品
・
海
産
物
な
ど
で

京
都
か
ら
伏
見
へ
は

た
ん
す
・
長
持
・
鉄
工
業
製
品
な
ど
が
輸
送

さ
れ
ま
し
た
。
高
瀬
川
の
開
削
に
よ
っ
て
大
坂
・
伏
見
方
面
の
物
資
が

伏
見(

現
南
浜
町
）
経
由
で
京
都
へ
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
伏
見
や
下
鳥
羽
の
陸
運
業
者
は
仕
事
が
激
減
す
る
痛
手
を
受
け
ま

し
た
。

高
瀬
川
の
舟
運
に
よ
っ
て
川
筋
の
舟
入
に
は
問
屋
が
多
数
置
か
れ
、

ふ
な
い
り

、

、

、

商
品
を
扱
う
商
人
や
職
人
が
同
業
者
町
を
形
成
し

材
木
町

樵
木
町

こ
り
き
ち
よ
う

、

。

石
屋
町

塩
屋
町
な
ど
職
種
や
商
品
を
反
映
し
た
町
名
が
つ
き
ま
し
た

ま
た
現
在
の
七
条
通
北
、
河
原
町
通
西
に
つ
く
ら
れ
た
内
浜
と
い
う
舟

う
ち
は
ま

入
は
、
高
瀬
舟
発
着
の
基
地
と
な
り
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
舟
入(

船
入)

ふ
な
い
り

高
瀬
川
の
舟
入
は
、
物
の
積
み
下
ろ
し
と
舟
の
方
向
転
換
の
場
所
で

す
。
古
地
図
類
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
高
瀬
川
が
開
か
れ
た
当
初
は

二
条
～
四
条
間
に
七
か
所
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
七
世
紀
末
に
は
九
か

所
に
増
え
、
十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
は
七
か
所
に
減
り
明
治
に
至
り
ま
し

た
。
現
在
は
一
之
舟
入(

中
京
区
木
屋

町
通
二
条
下
る
西
側
・
上
図
は
そ
の

周
辺
）
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
川

の
管
理
者
で
あ
る
角
倉
氏
は
こ
こ
に

角
倉
屋
敷
を
お
き
、
高
瀬
舟
の
運
航

を
監
視
し
ま
し
た
。

昭
和
九(

一
九
三
四
）
年
、
一
之
船
入
は
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保

存
法
に
よ
り
史
蹟
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
も
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
史
跡

に
指
定
さ
れ
「
史
蹟
一
之
船
入
」
の
石
標
が
建
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
高
瀬
川
沿
い
に
は
、
二
之
舟
入
、
三
之
舟
入
、
五
之
舟
入
、

六
之
舟
入
、
七
之
舟
入
、
八
之
舟
入
、
九
之
舟
入
に
の
各
舟
入
跡
に
も

石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
之
舟
入
跡
と
三
之
舟
入
跡
の
石
標
は

舟
入
が
七
か
所
だ
っ
た
時
代
の
二
番
目
と
三
番
目
の
舟
入
の
位
置
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
に
九
か
所
だ
っ
た
時
代
に
も
と
づ

き
五
～
九
の
舟
入
跡
に
石
標
が
建
て
ら
れ
、
同
時
に
二
之
舟
入
跡
と
三

之
舟
入
跡
の
石
標
は
九
か
所
の
時
期
の
二
番
目
と
三
番
目
の
位
置
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
変
遷
は
石
田
孝
喜
『
高
瀬
川
』(

二
〇
〇

五
年
思
閣
出
版
刊)

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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高瀬舟模型（京都市歴史資料館蔵）
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な
お
一
之
舟
入
以
外
の
舟
入
を
「
～
之
舟
入
」
と
助
数
詞
を
附
け
て

よ
ぶ
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
古
地
図
や
地
誌
類
に
は
見
ら
れ
ず
、
比
較

的
新
し
い
呼
び
名
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
の
堰
止
め
の
石

中
京
区
木
屋
町
通
御
池
下
る
西
側

■

せ

き

と

御
池
通
に
か
か
る
橋
の
や
や
下
流
、
高
瀬
川
を
横
切
る
よ
う
に
三
個

お
い
け
ど
お
り

の
四
角
柱
が
並
ん
で
い
ま
す
。
左
右
両
岸
の
石
に
は
「
コ

、
中
央
の

」

。

、

石
に
は
Ｈ
型
の
溝
が
あ
り
ま
す

一
辺
は
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

高
瀬
舟
往
来
の
た
め
、
木
の
板
を
は
め
込
ん
で
水
位
を
調
節
し
た
堰
止

め
の
石
で
す
。
高
瀬
舟
は
荷
を
満
載
す
れ
ば
沈
む
た
め
、
堰
で
水
位
を

上
げ
る
こ
と
で
舟
底
を
こ
す
ら
ず
に
通
り
抜

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
瀬
川
の
水
の
堰
止
め
石
を
示
す
も
の
と

し
て
「
水
の
堰
止
め
の
石
」
と
記
さ
れ
た
石

標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

角
倉
邸
跡

中
京
区
木
屋
町
通
二
条
下
る
東
側

■
す
み
の
く
ら
て
い
あ
と

高
瀬
川
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
角
倉
邸
は
、
こ
の
ほ
か
高
瀬
川
沿

い
に
邸
宅
を
何
軒
か
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
之
舟
入
町
の
角
倉
邸
が

最
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。

明
治
以
降
、
同
敷
地
は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
同
地
に
は
「
角
倉

了
以
別
邸
跡
」
と
記
さ
れ
た
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
尊
院

右
京
区
嵯
峨
二
尊
院
門
前
長
神
町

■
に
そ
ん
い
ん

天
台
宗
。
小
倉
山
と
号
し
、
本
尊
は
釈
迦
如
来
と
阿
弥
陀
如
来
の
二

尊
。
承
和
年
中(

八
三
四
～
四
七

、
嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
り
円
仁
が
創

）

。

、

、

建
し
ま
し
た

そ
の
後
荒
廃
し

九
条
家
の
協
力
を
得
て
法
然
が
中
興

弟
子
湛
空
が
継
承
し
ま
し
た
。
以
後
、
天
台
・
真
言
・
律
・
浄
土
の
四

た
ん
く
う

宗
兼
学
寺
院
と
な
り
ま
し
た
。

本
堂
背
後
の
小
倉
山
中
腹
に
は
、
角
倉
了
以
・
素
庵
父
子
の
墓
が
あ

り
ま
す
。

■
高
瀬
舟
模
型

中
京
区
寺
町
通
御
池
上
る(

京
都
市
役
所
内
）

市
役
所
内
に
は
、
伏
見
の
船
大
工
が
造
っ
た
高
瀬
舟
の
模
型
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

■
瑞
泉
寺

中
京
区
木
屋
町
通
三
条
下
る

ず
い
せ
ん
じ

浄
土
宗
西
山
派
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。

こ
の
地
は
も
と
も
と
鴨
川
の
河
原
で
、
文
禄
四(

一
五
九
五
）
年
、

豊
臣
秀
次
の
妻
子
な
ど
三
十
余
人
が
斬
ら
れ
た
場
所
で
す
。
そ
の
遺
骸

は
高
野
山
で
自
害
し
た
秀
次
と
あ
わ
せ
て
河
原
に
埋
め
ら
れ
、
塚
を
建

。

。

て
て
秀
次
悪
逆
塚
と
呼
び
ま
し
た

俗
に
畜
生
塚
と
も
言
わ
れ
ま
し
た

、

、

寺
伝
に
よ
れ
ば

高
瀬
川
が
で
き
る
時
に
角
倉
了
以
が
塚
を
修
復
し

寺
を
建
て
瑞
泉
寺
と
名
付
け
供
養
し
た
と
い
い
ま
す
。
境
内
に
は
秀
次

の
墓
と
い
わ
れ
る
石
塔
や
妻
子
な
ど
の
墓
と
伝
え
る
塔
が
あ
り
ま
す
。
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現在の舟入跡石標位置図。たとえば「二」は
「二之舟入跡」を示す。原図は国土地理院刊2
5000分1地形図画像(京都東北部)を使用。)


